
学習指導案検討、実践の振り返りの際の点検事項となる授業改善の３つの視点

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」を推進するための基礎資料

学習指導要領上の位置付け
「主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた授業改善」
単元や題材など内容や時間のまとまり
を見通しながら、児童の主体的・対話的
で深い学びの実現に向けた授業改善を
行うこと。（後略）
「小学校、中学校学習指導要領（平成２９年告
示）総則[第３の１]」

学習指導要領総則のイメージ

単元や題材など内容や時間のまとまり
を見通して

単元とは？
学習過程における学習活動の一連の
「まとまり」
〇児童・生徒にとって意味のある問題
の解決や探究活動のまとまり
〇児童・生徒自ら課題を解決する過程
を想定
〇児童・生徒の関心や疑問を拠り所と
する
「小学校、中学校学習指導要領（平成２９年告
示）解説 総合的な学習の時間編」

総則と学習指導案の項目の整理

各教科等の「見方・考え方」とは？
①各教科等で求めている「思考・判断・表現」の方向が示されている。
②着目する視点には各教科等の内容的な特質があらわされ、考え方には「比較」、「関連
（関係）付け」など各教科等に共通する方法的な文言で説明されている。
③「～を、～の視点に着目して捉え、考え方を駆使（比較、関連付け、つくりだす、再構成する
など）する」など、学びのプロセスを描いている。

各教科等の「深い学び」とは？
①教科等ごとに「深い学び」に求める姿は異なり、それぞれの教科等の目標の実現につな
がる方向で描かれている。
②１コマ（単位時間）ではなく、問題解決や課題解決といった一連の学習過程の中で実現
を目指すものである。
③思考、判断、表現を通した学びである。

授業改善の視点①
目標を実現した「児童・生徒の姿」を明確
にする

→何ができるようになるのか？

授業改善の視点②
児童・生徒が「何を学ぶのか」を明確に
する

→何を学ぶのか？

授業改善の視点③
児童・生徒が何に着目し、「どのように学
ぶのか」（比較、関連付け、つくりだす、再
構成）を明確にする

→どのように学ぶのか？
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